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１．概要（Summary） 

有機電子材料の光学応答について研究を行っている。

有機分子は、真空蒸着法、スピンコート法、ドロップキャス

ト法などにより膜状試料の形成が可能である。測定対象

の分子のみの薄膜や、透明な高分子（ホスト高分子）中に

有機分子を孤立させた状態で取り込んだ膜状試料につ

いて、有機電子材料の光学特性を定量的に評価している。

定量評価の際には、膜厚の値が必要となる。そこで、段差

計を用いて膜状試料の膜厚を決定した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 段差計 Dektak150 

【実験方法】 

研究室所有の真空蒸着装置、あるいはスピンコーター

によって石英基板、ITO／石英基板あるいはフッ化カル

シウム基板上に有機薄膜を作製した。ドロップキャスト法

の場合は、サンプル溶液を基板に直接滴下し、膜を作製

した。その後に、膜を一部機械的に剥離し、その段差形

状の測定を行うことにより膜厚を決定した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

段差計によって、剥離した箇所を含む段差部分の形状

を観察する場合、剥離が完全にされており対象とする有

機材料が残っていないこと、また剥離していない膜部分が

損傷を受けていないことが必要である。精度のよい膜厚

決定を行うために、数か所を剥離させ、必要に応じ数回

の測定を行うことにより慎重に膜厚を決定するのが望まし

い。真空蒸着法により薄膜を作製した場合、蒸着装置内

に設置した水晶振動子式の膜厚計によっても厚さを測定

している。しかし、測定される膜厚は水晶振動子の設置位

置に依存するため、試料上の膜厚が正確に測れない可能

性がある。また、物質により基板への分子の蒸着の状況が

異なるため、実際に光学測定を行う試料の膜厚を直接測

定することが重要である。そこで、本課題では段差計によ

る測定から決定した膜厚と光学測定の結果を用いて、光

学定数の定量評価を行った。 
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